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菊
地
隆
太
さ
ん（
経
済
４
）、

横
島
夏
子
さ
ん（
経
済
４
）、

大
村
知
里
さ
ん
（
法
４
）
の

３
人
と
、
小
林
会
長
、
金
澤

明
子
副
会
長
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
。
家
族
の
サ
ポ
ー
ト
に

関
し
て
経
済
的
、
精
神
的
な

面
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
談

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
最
後
は
関
心
が
高
い
公
務

員
試
験
に
つ
い
て
本
学
公
務

員
試
験
対
策
講
座
の
講
師
、

朱
武
英
さ
ん
が
「
合
格
す
る

た
め
の
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
説
明
。
本

学
の
公
務
員
講
座
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
「
予
備
校
で
は
１

年
間
で
学
習
す
る
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
２
年
間
か
け
て
じ
っ

く
り
行
っ
て
い
る
」
と
話
し

た
。

　
親
子
で
参
加
し
た
母
親
は

「
昨
年
参
加
し
、
息
子
に
も

聞
か
せ
た
い
と
思
い
連
れ
て

き
た
。
講
演
内
容
は
ど
れ
も

刺
激
的
で
参
考
に
な
っ
た
」

と
話
す
。
法
学
部
２
年
次
の

ぶ
り
、
人
間
科
学
女
子
は
初

め
て
。
男
子
は
経
営
学
部
の

98
・
４
％
が
最
も
高
か
っ
た
。

　
卒
業
生
全
体
に
占
め
る
就

職
者
の
割
合
を
示
す
卒
業
者

就
職
率
は
88
・
１
％
（
前
年

度
比
０
・
５
㌽
増
）
で
８
年

連
続
の
ア
ッ
プ
だ
っ
た
。

　
学
科
別
の
就
職
状
況
で

は
、
各
学
科
と
も
専
門
性
を

生
か
し
た
就
職
先
に
な
っ
て

い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報

学
科
は
情
報
通
信
が
過
半

数
。
文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
学
科
は
マ
ス
コ
ミ

へ
の
就
職
率
が
15
・
６
％
。

経
済
学
部
経
済
学
科
、
商
学

部
会
計
学
科
は
金
融
業
へ
の

就
職
率
が
高
く
、
法
学
部
法

律
学
科
と
文
学
部
日
本
語
学

科
で
は
教
育
・
公
務
へ
進
ん

だ
学
生
が
最
多
だ
っ
た
。

　
今
春
、
本
学
を
卒
業
し
た

学
生
の
う
ち
就
職
を
希
望
し

た
学
生
の
就
職
率
（
就
職

希
望
者
就
職
率
）
は
97
・
６

％
。
前
年
度
に
比
べ
０
・
７

㌽
増
、
７
年
連
続
の
上
昇
と

な
っ
た
。
平
成
の
30
年
間
で

は
、
１
９
８
９
年
、
90
年
、

91
年
に
次
い
で
４
番
目
の
高

水
準
と
な
っ
た
。

　
学
部
別
の
就
職
希
望
者
就

職
率
は
全
学
部
で
96
％
を
超

え
、
現
行
の
７
学
部
制
で
卒

業
生
が
出
た
２
０
１
３
年
度

以
降
で
は
全
学
部
で
最
高
を

記
録
し
た
。
最
も
高
い
の
は

経
営
学
部
の
98
・
６
％
（
前

年
度
比
０
・
５
㌽
増
）。
前

年
度
に
比
べ
最
も
上
昇
し
た

の
は
人
間
科
学
部
の
２
・
８

㌽
増
で
、
学
部
開
設
以
来
最

高
の
98
・
２
％
と
な
っ
た
。

　
男
女
別
で
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
情
報
学
部
女
子
と
人
間
科

学
部
女
子
が
１
０
０
％
を
達

成
。
１
０
０
％
に
な
っ
た
の

は
ネ
ッ
ト
情
報
女
子
が
４
年
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２０１８年度卒業生　学科・業種別就職状況

3.6 8.1 12.3 9.0 17.0 9.4 7.6 1.4 15.5 16.1
2.6 12.0 16.1 4.7 11.5 13.0 8.9 1.0 8.9 21.3
4.6 5.8 7.9 8.1 10.8 11.6 20.7 2.3 8.5 19.7
7.8 11.6 10.1 6.2 7.8 11.6 12.4 3.9 8.5 20.1
4.0 9.9 12.0 7.2 13.5 12.0 6.3 4.6 13.9 16.6
4.2 9.9 15.4 9.1 11.3 11.3 3.3 3.3 12.7 19.5

5.7 5.7 4.3 14.3 1.4 4.3 15.7 21.4

10.03.3 7.8 11.1 6.7 12.2 2.2 15.6 10.0 21.1

2.7 7.4 7.4 11.7 13.9 5.3 7.4 0.5 12.8 30.9

1.7 7.6 11.0 5.1 5.1 16.1 11.0 2.5 5.1 34.8

2.5 4.5 4.5 3.9 4.9 8.4 51.5 12.4

1.0 4.8 13.3 9.5 4.8 13.3 15.2 22.82.9 12.4

8.2 8.2 4.1 2.0 12.2 2.0 18.4 30.6
3.7 11.9 11.0 6.4 14.7 11.9 7.3 2.8 7.3 23.0

1.0 10.3 10.3 14.4 10.3 6.2 9.3 6.2 16.5 15.5

4.0 12.0 16.0 8.0 2.0 14.0 20.022.02.0

9.8 14.6 4.9 4.9 9.8 14.6 24.39.87.3

25.8 1.4

3.5 3.9
14.3

（％、下段は前年度比増減、㌽）

全体 男子 女子

経　済
97.4 97.2 97.9

0.8 0.7 1.2

法
97.3 97.1 97.6

0.7 0.9 0.1

経　営
98.6 98.4 98.9

0.5 1.1 -0.6

商
98.0 97.8 98.3

0.6 1.4 -0.3

文
96.9 97.0 96.9

0.4 2.2 -0.7

ネット
情　報

97.8 96.8 100.0

0 -1.9 4.2

人間科学
98.2 95.1 100.0

2.8 6.0 0.9

全 学 部
97.6 97.3 98.1
0.7 1.0 0.1

学部別就職希望者就職率

７
年
連
続
上
昇
97
・
６
％

18
年

度

就

職

希
望
者
就
職
率

　
今
年
２
月
に
、
大
手
ゼ
ネ
コ
ン
社
員
が

女
子
大
学
生
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
に

よ
り
逮
捕
さ
れ
た
、
と
報
じ
ら
れ
ま
し

た
。「
志
望
す
る
企
業
で
働
く
人
か
ら
直

接
情
報
を
入
手
し
て
就
職
活
動
に
役
立
て

た
い
」
と
し
て
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
訪
問
ア
プ
リ

を
利
用
し
て
面
会
に
来
た
学
生
を
、
自
宅

に
連
れ
込
ん
で
、
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し

た
、
と
の
内
容
で
す
。

　
就
職
活
動
中
の
学
生
は
、
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ

訪
問
ア
プ
リ
を
駆
使
す
る
こ
と
で
、
以

前
よ
り
も
効
率
的
に
企
業
の
社
員
に
会

う
機
会
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
よ

う
で
す
。
そ
の
半
面
、
学
生
た
ち
が
こ

れ
ら
の
ア
プ
リ
を
利

用
し
出
会
う
社
員
の

良
識
や
人
間
性
ま
で
、

保
障
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
の
も
事
実
で
す
。

　
就
職
部
で
も
事
態
を

重
く
見
て
、
今
年
４
月

に
就
活
中
の
学
生
に
対

し
て
「
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
訪
問

に
際
し
て
の
注
意
」
を
配
信
し
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
対
す
る
警
戒
を
促
し
ま
し
た
。

人
目
に
つ
か
な
い
場
所
や
、
ア
ル
コ
ー
ル

の
出
る
店
で
社
員
に
会
う
こ
と
は
避
け

る
、
な
ど
を
謳う

た

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
個

人
情
報
が
漏
れ
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と

も
重
要
で
す
。
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
や
履

歴
書
か
ら
、
連
絡
先
が
知
れ
て
し
ま
う
ケ

ー
ス
が
あ
る
よ
う
で
す
。
対
策
と
し
て
、

Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
訪
問
時
に
企
業
の
社
員
に
見
せ

る
必
要
の
あ
る
履
歴
書
に
、
住
所
・
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
・
携
帯
電
話
番
号
等
を
記
載

し
な
い
、
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
一
部
の
企
業
人
が
（
本
学
の
卒
業
生
で

は
な
い
で
し
ょ
う
が
）、
就
活
生
の
心
情

を
利
用
し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
及
ぼ
う
と

す
る
考
え
や
行
為
は
、
極
め
て
卑
劣
で

す
。
万
が
一
被
害
に
遭
い
そ
う
に
な
っ
た

ら
、
ま
た
遭
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
迷
わ
ず

キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
室
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　（
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
室
員
・
岩
瀬
　
文
人
）

就
職
活
動
と
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

　
最
新
の
就
職
動
向
や
専
修

大
学
の
就
職
支
援
体
制
を
理

解
し
て
も
ら
お
う
と
、
育
友

会
（
小
林
宏
会
長
）
が
主
催

す
る
「
就
職
懇
談
会
」
が
６

月
29
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
行
わ
れ
た
。
ご
父
母
・
保

護
者
、
学
生
ら
約
２
０
０
人

が
参
加
。
早
ま
る
就
職
戦
線

の
実
態
や
企
業
で
採
用
担
当

を
し
て
い
る
本
学
卒
業
生
か

ら
の
実
践
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

に
熱
心
に
メ
モ
を
取
っ
て
い

た
。

　
冒
頭
、
小
林
会
長
は
「
学

生
自
ら
が
就
職
課
に
情
報
を

取
り
に
行
く
こ
と
が
大
切
。

就
職
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
子

ど
も
と
話
を
し
て
ほ
し
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
岩
瀬
文
人
就

職
課
長
は
就
職
活
動
の
概

要
、
２
０
１
８
年
度
の
就
職

状
況
、
本
学
の
支
援
体
制
に

つ
い
て
具
体
的
に
説
明
し
、

「
就
活
は
職
業
人
の
出
発
点

に
立
つ
た
め
の
学
び
の
機

会
。
大
学
で
は
、
そ
の
た
め

の
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
体
制
を

用
意
し
て
い
る
」と
話
し
た
。

　
生
活
用
品
商
社
の
人
事
部

で
採
用
・
教
育
業
務
を
担
当

し
て
い
る
本
学
卒
業
生
の
細

田
優
さ
ん
（
平
18
文
）
は
自

身
の
就
職
活
動
を
振
り
返
り

「
適
性
検
査
・
書
類
選
考
対

策
な
ど
は
早
め
に
準
備
し
て

お
く
こ
と
が
大
切
」
と
ア
ド

バ
イ
ス
。
10
年
以
上
に
及
ぶ

採
用
担
当
者
の
立
場
か
ら
、

企
業
が
求
め
る
学
生
像
、
面

接
で
の
Ｐ
Ｒ
方
法
な
ど
に
つ

い
て
話
し
た
。

　
後
半
は
内
定
を
得
て
い
る

　
現
代
の
学
生
気
質
と
し
て

は
「
素
直
」「
自
分
ら
し
さ

を
大
切
に
す
る
」「
人
間
関

係
を
重
視
」「
チ
ー
ム
で
活

躍
す
る
こ
と
を
好
む
」「
信

頼
で
き
る
人
の
意
見
を
重
視

す
る
」
と
い
っ
た
傾
向
が
強

く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
そ
ん
な
な
か
、
企
業
が
求

め
る
人
材
と
し
て
は
「
主
体

性
が
あ
る
」「
人
と
協
働
で

き
る
」「
自
社
の
風
土
に
な

じ
み
、
活
躍
で
き
る
」
と
い

っ
た
三
つ
の
要
素
が
挙
げ
ら

れ
る
。
多
く
の
学
生
は
１
対

Ｏ
Ｇ

細
田
優
さ
ん
講
演

ポ
イ
ン
ト
は
自
己
開
示

１
の
面
接
で
は
自
己
Ｐ
Ｒ
で

き
る
が
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

に
な
る
と
個
性
を
発
揮
で
き

な
い
。
い
か
に
自
己
開
示
で

き
る
か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト

に
な
る
。

　
就
職
活
動
で
は
そ
の
会
社

で
ど
ん
な
こ
と
を
し
た
い

か
、
活
躍
で
き
る
か
を
訴
え

る
こ
と
が
大
切
だ
。
専
大
生

の
特
徴
と
し
て
「
努
力
家
、

ま
じ
め
、
ス
ト
イ
ッ
ク
さ
」

が
評
価
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
自
己
Ｐ
Ｒ
が
あ
ま
り
得

意
で
は
な
く
、
周
囲
を
巻
き

込
む
力
が
不
足
し
て
い
る
。

　
ご
父
母
・
保
護
者
の
皆
さ

ん
に
は
経
済
的
、
精
神
的
な

サ
ポ
ー
ト
の
ほ
か
、
自
分
自

身
の
職
業
観
を
伝
え
る
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。

息
子
は
「
来
て
よ
か
っ
た
。

公
務
員
試
験
を
志
望
し
て
い

た
が
一
般
企
業
に
も
関
心
が

向
い
た
」
と
話
し
た
。

育友会就職懇談会

最新の就職動向解説
パネルディスカッションも

パネルディスカッションで体験談を話す学生

多くの会員が参加し熱心に話を聞いた


